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自
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具
使
用
禁
止
区
域
の
指
定
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
一五

告

示

青
森
県
告
示
第
五
百
五
十
八
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八

号
）
第
二
十
八
条
第
七
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
天
狗
鳥
獣
保
護
区
、
百
沢
鳥
獣
保

護
区
、
水
木
在
家
鳥
獣
保
護
区
、
五
戸
鳥
獣
保
護
区
、
廻
堰
鳥
獣
保
護
区
、
十
美
岡
鳥
獣
保
護
区
、

大
利
鳥
獣
保
護
区
、
岩
木
川
河
口
鳥
獣
保
護
区
、
田
光
沼
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
更
新
す
る
の

で
、
同
条
第
九
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す

る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

青
森
県
知
事

宮

下

宗
一
郎

一
１

名
称

天
狗
鳥
獣
保
護
区

２

区
域

東
津
軽
郡
外
ヶ
浜
町
字
蟹
田
地
内
西
小
国
山
国
有
林
六
二
八
林
班
、
六
二
九
林
班
、
六
三
四

林
班
い
、
ろ
（
一
か
ら
二
ま
で
）
、
は
、
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
各
小
班
、
六
三
五
林
班
ろ
、
ほ

（
一
か
ら
二
ま
で
）
、
イ
（
二
）
の
各
小
班
、
六
三
六
、
六
三
七
林
班
及
び
六
三
九
林
班
い

（
一
と
三
と
五
）
、
ロ
の
各
小
班
の
区
域
一
円
。
（
図
面
は
別
図
一
の
と
お
り
）

３

存
続
期
間

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら

令
和
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４

保
護
に
関
す
る
指
針

㈠

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

㈡

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
地
域
は
、
天
然
ヒ
バ
や
ス
ギ
な
ど
の
針
葉
樹
林
に
覆
わ
れ
豊
か
な
自
然
環
境
を
呈

し
、
多
様
な
野
生
鳥
獣
が
生
息
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
当
該
区
域
を
森
林
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区
と
し
て
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理

並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第

一
項
に
規
定
す
る
鳥
獣
保
護
区
に
引
き
続
き
指
定
し
、
当
該
区
域
に
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護

を
図
る
も
の
で
あ
る
。

㈢

管
理
方
針

定
期
的
な
巡
視
な
ど
に
よ
り
鳥
獣
の
生
息
状
況
を
確
認
し
、
違
法
行
為
や
鳥
獣
の
生
息
を

阻
害
す
る
行
為
の
防
止
に
努
め
る
な
ど
、
鳥
獣
の
安
定
的
な
生
息
が
図
ら
れ
る
よ
う
適
切
な

管
理
を
実
施
す
る
。

二
１

名
称

百
沢
鳥
獣
保
護
区

２

区
域

弘
前
市
大
字
百
沢
地
内
主
要
地
方
道
弘
前
岳
鯵
ヶ
沢
線
と
市
道
百
沢
二
号
線
の
交
点
を
起
点

と
し
、
同
点
か
ら
同
市
道
を
北
に
進
み
市
道
百
沢
杉
山
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
市

道
を
北
東
に
進
み
俗
称
後
長
根
歩
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
歩
道
を
南
東
に
進
み
農

道
獅
子
沢
九
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
農
道
を
南
東
に
進
み
農
道
一
一
号
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
農
道
を
南
東
に
進
み
農
道
獅
子
沢
五
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同

農
道
を
東
に
進
み
県
道
岩
木
環
状
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
県
道
を
南
西
に
進
み
主

要
地
方
道
弘
前
岳
鯵
ヶ
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
主
要
地
方
道
を
西
に
進
み
、
起

点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域
一
円
。
（
図
面
は
別
図
二
の
と
お
り
）

３

存
続
期
間

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら

青
森
県
報
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）



令
和
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４

保
護
に
関
す
る
指
針

㈠

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

㈡

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
区
域
は
、
岩
木
山
南
東
山
麓
の
丘
陵
地
で
、
岩
木
山
神
社
及
び
高
照
神
社
を
中
心
に

樹
齢
一
〇
〇
年
以
上
の
ス
ギ
、
ア
カ
マ
ツ
等
の
林
分
で
形
成
さ
れ
、
周
辺
に
は
天
然
林
の
広

葉
樹
林
も
あ
り
、
当
該
区
域
の
上
方
は
国
定
公
園
に
、
ま
た
当
該
区
域
全
体
が
県
立
自
然
公

園
に
指
定
さ
れ
、
野
生
鳥
獣
の
生
息
に
適
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
当
該
区
域
を
森
林
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区
と
し
て
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理

並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第

一
項
に
規
定
す
る
鳥
獣
保
護
区
に
引
き
続
き
指
定
し
、
当
該
区
域
に
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護

を
図
る
も
の
で
あ
る
。

㈢

管
理
方
針

定
期
的
な
巡
視
な
ど
に
よ
り
鳥
獣
の
生
息
状
況
を
確
認
し
、
違
法
行
為
や
鳥
獣
の
生
息
を

阻
害
す
る
行
為
の
防
止
に
努
め
る
な
ど
、
鳥
獣
の
安
定
的
な
生
息
が
図
ら
れ
る
よ
う
適
切
な

管
理
を
実
施
す
る
。

三
１

名
称

水
木
在
家
鳥
獣
保
護
区

２

区
域

弘
前
市
大
字
五
所
地
内
市
道
向
山
五
所
線
と
市
道
大
森
線
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
点
か
ら

同
市
道
を
南
に
進
み
市
道
湯
口
羽
根
山
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
市
道
を
南
に
進
み

市
道
桜
井
大
森
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
市
道
を
南
西
に
進
み
市
道
桜
井
岩
波
沢
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
市
道
を
北
に
進
み
市
道
向
山
五
所
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

点
か
ら
同
市
道
を
北
に
進
み
弘
前
市
大
字
五
所
地
内
の
丁
字
路
に
至
り
、
同
丁
字
路
か
ら
西
に

進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域
一
円
。
（
図
面
は
別
図
三
の
と
お
り
）

３

存
続
期
間

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら

令
和
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４

保
護
に
関
す
る
指
針

㈠

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

㈡

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
地
域
は
、
弘
前
市
の
中
央
部
（
旧
相
馬
村
の
北
側
）
に
位
置
し
、
ス
ギ
の
人
工
林
と

天
然
の
広
葉
樹
林
で
形
成
さ
れ
野
生
鳥
獣
の
生
息
に
適
し
た
環
境
で
あ
り
、
地
域
の
住
民
及

び
小
・
中
学
校
等
が
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
及
び
野
鳥
観
察
等
に
訪
れ
る
身
近
な
鳥
獣
生
息
地

と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
地
域
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
当
該
区
域
を
身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区
と
し
て
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
管

理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条

第
一
項
に
規
定
す
る
鳥
獣
保
護
区
に
引
き
続
き
指
定
し
、
当
該
区
域
に
生
息
す
る
鳥
獣
の
保

護
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

㈢

管
理
方
針

定
期
的
な
巡
視
な
ど
に
よ
り
鳥
獣
の
生
息
状
況
を
確
認
し
、
違
法
行
為
や
鳥
獣
の
生
息
を

阻
害
す
る
行
為
の
防
止
に
努
め
る
な
ど
、
鳥
獣
の
安
定
的
な
生
息
が
図
ら
れ
る
よ
う
適
切
な

管
理
を
実
施
す
る
。

四
１

名
称

五
戸
鳥
獣
保
護
区

２

区
域

三
戸
郡
五
戸
町
大
字
上
兎
内
地
内
の
主
要
地
方
道
橋
向
五
戸
線
と
町
道
石
仏
停
車
場
線
と
の

交
点
を
起
点
と
し
、
同
点
か
ら
同
町
道
を
南
西
に
進
み
町
道
中
崎
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点

か
ら
同
町
道
を
東
に
進
み
町
道
五
戸
志
戸
岸
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
町
道
を
南
東

に
進
み
町
道
地
蔵
平
苗
代
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
町
道
を
南
東
に
進
み
町
道
五

戸
志
戸
岸
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
町
道
を
南
東
に
進
み
国
道
四
五
四
号
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
国
道
を
南
西
に
進
み
町
道
西
ノ
沢
寺
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点

か
ら
同
町
道
を
西
へ
進
み
国
道
四
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
国
道
を
南
西
に
進
み
県

道
浅
水
南
部
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
県
道
を
南
西
に
進
み
町
道
上
平
惣
林
橋
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
町
道
を
北
に
進
み
旧
五
戸
町
と
旧
倉
石
村
と
の
交
点
に
至
り
、

同
点
か
ら
同
旧
町
村
界
を
北
西
に
進
み
国
道
四
五
四
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
国
道

を
西
に
進
み
町
道
石
沢
一
の
坪
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
町
道
を
北
に
進
み
五
戸
川

右
岸
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
河
川
右
岸
を
北
東
に
進
み
県
道
五
戸
六
戸
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
点
か
ら
同
県
道
を
南
に
進
み
主
要
地
方
道
橋
向
五
戸
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点

か
ら
同
主
要
地
方
道
を
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域
一
円
。
（
図
面
は
別
図
四

の
と
お
り
）

３

存
続
期
間
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令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら

令
和
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４

保
護
に
関
す
る
指
針

㈠

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

㈡

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
保
護
区
に
お
け
る
森
林
は
、
ス
ギ
を
主
体
と
し
他
に
ア
カ
マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
等
の
林
分

で
形
成
さ
れ
、
広
葉
樹
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
森
林
は
、
当
保
護
区
の
中
央
部
の
農
地
と
北
部

の
市
街
化
地
域
を
取
り
囲
む
よ
う
に
成
林
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
の
森
林
と
も
連
続
し
一
体

と
な
っ
て
多
様
な
自
然
環
境
を
造
り
出
し
て
い
る
た
め
、
生
息
す
る
鳥
獣
の
種
類
も
多
く

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
周
辺
の
森
林
と
連
続
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
息
す
る
野
生
鳥
獣

及
び
渡
り
鳥
に
と
っ
て
も
安
全
に
休
息
で
き
る
場
所
で
あ
り
、
か
つ
安
全
に
移
動
で
き
る
場

所
と
も
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
当
該
区
域
を
森
林
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区
と
し
て
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理

並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第

一
項
に
規
定
す
る
鳥
獣
保
護
区
に
引
き
続
き
指
定
し
、
当
該
区
域
に
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護

を
図
る
も
の
で
あ
る
。

㈢

管
理
方
針

定
期
的
な
巡
視
な
ど
に
よ
り
鳥
獣
の
生
息
状
況
を
確
認
し
、
違
法
行
為
や
鳥
獣
の
生
息
を

阻
害
す
る
行
為
の
防
止
に
努
め
る
な
ど
、
鳥
獣
の
安
定
的
な
生
息
が
図
ら
れ
る
よ
う
適
切
な

管
理
を
実
施
す
る
。

五
１

名
称

廻
堰
鳥
獣
保
護
区

２

区
域

北
津
軽
郡
鶴
田
町
大
字
廻
堰
地
内
町
道
津
軽
富
士
見
湖
線
と
県
道
米
山
菖
蒲
川
線
と
の
交
点

を
起
点
と
し
、
同
点
か
ら
同
県
道
を
東
に
進
み
町
道
廻
堰
六
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か

ら
同
町
道
を
東
に
進
み
県
道
米
山
菖
蒲
川
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
県
道
を
南
東
に

進
み
町
道
間
山
四
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
町
道
を
西
に
進
み
弘
前
市
と
鶴
田
町

の
市
町
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
市
町
界
を
西
に
進
み
津
軽
富
士
見
湖
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
点
か
ら
同
町
道
を
北
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域
一
円
。
（
図
面

は
別
図
五
の
と
お
り
）

３

存
続
期
間

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら

令
和
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４

保
護
に
関
す
る
指
針

㈠

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

集
団
渡
来
地
の
保
護
区

㈡

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
地
域
は
、
農
業
用
た
め
池
と
周
辺
の
農
地
が
含
ま
れ
る
地
域
で
あ
り
、
鳥
類
等
の
集

団
渡
来
地
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
当
該
区
域
を
集
団
渡
来
地
の
保
護
区
と
し
て
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び

に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項

に
規
定
す
る
鳥
獣
保
護
区
に
引
き
続
き
指
定
し
、
当
該
区
域
に
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護
を
図

る
も
の
で
あ
る
。

㈢

管
理
方
針

定
期
的
な
巡
視
な
ど
に
よ
り
静
謐
な
環
境
の
保
持
を
図
り
、
鳥
獣
の
安
定
的
な
生
息
に
著

し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
留
意
す
る
。

六
１

名
称

十
美
岡
鳥
獣
保
護
区

２

区
域

十
和
田
市
を
通
る
国
道
四
号
と
市
道
北
野
・
牛

線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
点
か
ら
同

市
道
を
北
東
に
進
み
市
道
椛
沢
・
芋
久
保
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
市
道
を
南
東
に

進
み
県
道
洞
内
立
崎
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
県
道
を
北
東
に
進
み
県
道
上
野
十
和

田
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
県
道
を
南
に
進
み
市
道
立
崎
・
八
斗
沢
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
点
か
ら
同
市
道
を
南
東
に
進
み
市
道
八
斗
沢
・
牛

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か

ら
同
市
道
を
北
東
に
進
み
市
道
清
水
・
東
栄
一
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
市
道
を

東
に
進
み
市
道
高
清
水
・
大
下
内
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
市
道
を
南
に
進
み
主
要

地
方
道
三
沢
十
和
田
市
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
主
要
地
方
道
を
南
西
に
進
み
国
道

四
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
国
道
を
北
西
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

一
円
。
（
図
面
は
別
図
六
の
と
お
り
）

３

存
続
期
間

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら

令
和
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４

保
護
に
関
す
る
指
針
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㈠

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

㈡

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
地
域
は
十
和
田
市
街
地
の
北
東
部
に
位
置
し
、
水
田
、
畑
等
の
農
用
地
と
ス
ギ
造
林

地
、
ア
カ
マ
ツ
林
、
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
等
の
広
葉
樹
林
が
混
在
し
て
お
り
、
野
生
鳥
獣
の
生

息
・
繁
殖
に
適
し
た
環
境
を
形
成
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
当
該
区
域
を
身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区
と
し
て
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
管

理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条

第
一
項
に
規
定
す
る
鳥
獣
保
護
区
に
引
き
続
き
指
定
し
、
当
該
区
域
に
生
息
す
る
鳥
獣
の
保

護
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

㈢

管
理
方
針

定
期
的
な
巡
視
等
に
よ
り
鳥
獣
の
生
息
状
況
を
確
認
し
、
違
法
行
為
や
鳥
獣
の
生
息
を
阻

害
す
る
行
為
の
防
止
に
努
め
る
な
ど
、
鳥
獣
の
安
定
的
な
生
息
が
図
ら
れ
る
よ
う
適
切
な
管

理
を
実
施
す
る
。

七
１

名
称

大
利
鳥
獣
保
護
区

２

区
域

下
北
郡
東
通
村
大
字
大
利
地
内
の
県
道
関
根
蒲
野
沢
線
と
村
道
大
利
浜
ノ
平
線
と
の
交
点
を

起
点
と
し
、
同
点
か
ら
同
村
道
を
南
東
に
進
み
通
称
中
平
農
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら

同
農
道
を
北
西
に
進
み
同
村
と
む
つ
市
と
の
市
村
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
境
界
と

の
交
点
を
北
東
に
進
み
県
道
関
根
蒲
野
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
県
道
を
東
に
進

み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域
一
円
。
（
図
面
は
別
図
七
の
と
お
り
）

３

存
続
期
間

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら

令
和
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４

保
護
に
関
す
る
指
針

㈠

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

㈡

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
地
域
は
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
コ
ナ
ラ
等
の
広
葉
樹
及
び
ス
ギ
、
ク
ロ
マ
ツ
の
人
工
林
な
ど

を
主
体
と
す
る
森
林
に
湿
地
帯
が
存
在
す
る
な
ど
、
自
然
環
境
の
変
化
に
富
ん
で
お
り
、
野

生
鳥
獣
の
生
息
に
適
し
た
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
当
該
区
域
を
森
林
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区
と
し
て
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理

並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第

一
項
に
規
定
す
る
鳥
獣
保
護
区
に
引
き
続
き
指
定
し
、
当
該
区
域
に
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護

を
図
る
も
の
で
あ
る
。

㈢

管
理
方
針

定
期
的
に
巡
視
を
実
施
す
る
な
ど
に
よ
り
、
静
謐
な
環
境
の
保
持
を
図
り
、
鳥
獣
の
安
定

的
な
生
息
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
留
意
す
る
。
ま
た
、
自
然
と
の
ふ

れ
あ
い
の
場
、
環
境
教
育
・
学
習
の
場
と
し
て
活
用
を
図
る
。

八
１

名
称

岩
木
川
河
口
鳥
獣
保
護
区

２

区
域

北
津
軽
郡
中
泊
町
大
字
田
茂
木
地
内
県
道
富
萢
薄
市
線
と
岩
木
川
右
岸
堤
防
と
の
交
点
を
起

点
と
し
、
同
点
か
ら
同
県
道
を
西
に
進
み
つ
が
る
市
地
内
同
県
道
と
岩
木
川
左
岸
堤
防
と
の
交

点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
左
岸
堤
防
を
北
西
に
進
み
同
市
と
五
所
川
原
市
の
境
界
と
の
交
点
に

至
り
、
同
点
か
ら
同
境
界
を
東
に
進
み
同
境
界
と
、
五
所
川
原
市
と
中
泊
町
の
境
界
及
び
つ
が

る
市
と
中
泊
町
の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
五
所
川
原
市
と
中
泊
町
の
境
界
を
北
東

に
進
み
岩
木
川
右
岸
堤
防
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
右
岸
堤
防
を
南
東
に
進
み
起
点
に

至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域
一
円
。
（
図
面
は
別
図
八
の
と
お
り
）

３

存
続
期
間

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら

令
和
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４

保
護
に
関
す
る
指
針

㈠

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

希
少
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

㈡

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
地
は
、
岩
木
川
河
口
部
の
河
川
敷
地
と
な
っ
て
お
り
、
ス
ゲ
、
ヨ
シ
類
の
湿
地
性
植

物
の
生
育
し
て
い
る
場
所
で
あ
り
、
国
内
希
少
鳥
類
で
あ
る
オ
オ
セ
ッ
カ
を
は
じ
め
、
湿
地

性
鳥
類
及
び
多
く
の
水
鳥
が
生
息
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
当
該
区
域
を
希
少
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区
と
し
て
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理

並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第

一
項
に
規
定
す
る
鳥
獣
保
護
区
に
引
き
続
き
指
定
し
、
当
該
区
域
に
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護

を
図
る
も
の
で
あ
る
。
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㈢

管
理
方
針

定
期
的
な
巡
視
な
ど
に
よ
り
静
謐
な
環
境
の
保
持
を
図
り
、
鳥
獣
の
安
定
的
な
生
息
に
著

し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
留
意
す
る
。

九
１

名
称

田
光
沼
鳥
獣
保
護
区

２

区
域

つ
が
る
市
下
牛
潟
町
地
内
主
要
地
方
道
屏
風
山
内
真
部
線
と
山
田
川
左
岸
と
の
交
点
を
起
点

と
し
、
同
点
か
ら
同
県
道
を
南
東
に
進
み
田
光
沼
東
側
堤
防
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
堤
防
を
南

西
に
進
み
市
道
下
牛
潟
十
三
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
市
道
を
北
東
に
進
み
山
田

川
左
岸
堤
防
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
堤
防
を
北
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域
一

円
。
（
図
面
は
別
図
九
の
と
お
り
）

３

存
続
期
間

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら

令
和
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４

保
護
に
関
す
る
指
針

㈠

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

希
少
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

㈡

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
地
域
は
、
国
内
希
少
鳥
類
で
あ
る
オ
オ
セ
ッ
カ
の
生
息
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
地

域
で
あ
り
、
鳥
類
の
生
息
及
び
繁
殖
に
良
好
な
環
境
を
形
成
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
当
該
区
域
を
希
少
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区
と
し
て
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理

並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第

一
項
に
規
定
す
る
鳥
獣
保
護
区
に
引
き
続
き
指
定
し
、
当
該
区
域
に
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護

を
図
る
も
の
で
あ
る
。

㈢

管
理
方
針

定
期
的
な
巡
視
な
ど
に
よ
り
静
謐
な
環
境
の
保
持
を
図
り
、
鳥
獣
の
安
定
的
な
生
息
に
著

し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
留
意
す
る
。

（ ）5 青 森 県 報 号外第89号令和８年10月30日 金曜日



（ ）6青 森 県 報 号外第89号令和８年10月30日 金曜日



（ ）7 青 森 県 報 号外第89号令和８年10月30日 金曜日



（ ）8青 森 県 報 号外第89号令和８年10月30日 金曜日



（ ）9 青 森 県 報 号外第89号令和８年10月30日 金曜日



（ ）10青 森 県 報 号外第89号令和８年10月30日 金曜日



（ ）11 青 森 県 報 号外第89号令和８年10月30日 金曜日



（ ）12青 森 県 報 号外第89号令和８年10月30日 金曜日



（ ）13 青 森 県 報 号外第89号令和８年10月30日 金曜日



（ ）14青 森 県 報 号外第89号令和８年10月30日 金曜日



青
森
県
告
示
第
五
百
五
十
九
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八

号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
の

で
、
同
条
第
十
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公

示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

青
森
県
知
事

宮

下

宗
一
郎

一
１

名
称

松
陽
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
）

２

区
域

十
和
田
市
大
字
八
斗
沢
字
八
斗
沢
地
内
の
市
道
八
斗
沢
牛

線
と
市
道
立
崎
八
斗
沢
線
と
の

交
点
を
起
点
と
し
、
同
点
か
ら
同
市
道
を
北
西
に
進
み
県
道
上
野
十
和
田
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
点
か
ら
同
県
道
を
北
に
進
み
農
道
砂
土
路
五
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
農

道
を
北
東
に
進
み
市
道
八
斗
沢
牛

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
市
道
を
南
東
に
進
み

市
道
大
下
内
松
陽
小
学
校
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
市
道
を
北
東
に
進
み
市
道
大
下

内
早
坂
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
市
道
を
南
東
に
進
み
市
道
高
清
水
・
大
下
内
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
市
道
を
南
東
に
進
み
市
道
清
水
・
東
栄
一
号
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
点
か
ら
同
市
道
を
西
に
進
み
市
道
八
斗
沢
牛

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
市

道
を
南
西
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域
一
円
。
（
図
面
は
別
図
一
の
と
お
り
）

３

存
続
期
間

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら

令
和
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類

銃

二
１

名
称

三
沢
南
部
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
）

２

区
域

三
沢
市
南
町
地
内
の
三
沢
市
と
お
い
ら
せ
町
と
の
市
町
村
界
と
市
道
南
町
・
松
原
線
と
の
交

点
を
起
点
と
し
、
同
点
か
ら
同
市
道
を
西
に
進
み
市
道
一
〇
二
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点

か
ら
同
市
道
を
北
に
進
み
県
道
大
町
三
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
県
道
を
東
に
進

み
市
道
岡
三
沢
・
下
田
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
市
道
を
北
に
進
み
市
道
堀
口
五
号

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
市
道
を
東
に
進
み
市
道
三
二
五
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
点
か
ら
同
市
道
を
北
に
進
み
市
道
三
三
一
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
市
道
を
東

に
進
み
市
道
三
三
二
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
北
に
進
み
同
市
道
、
市
道
三
七
三
号

線
及
び
市
道
三
七
四
号
線
を
経
て
、
主
要
地
方
道
三
沢
・
十
和
田
市
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

点
か
ら
同
主
要
地
方
道
を
東
に
進
み
国
道
三
三
八
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
国
道
を

南
に
進
み
三
沢
市
と
お
い
ら
せ
町
と
の
市
町
界
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
市
町
界
を
西
に

進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域
一
円
。
（
図
面
は
別
図
二
の
と
お
り
）

３

存
続
期
間

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら

令
和
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類

銃

三
１

名
称

田
名
部
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
）

２

区
域

む
つ
市
大
字
田
名
部
字
小
平
館
地
内
国
道
二
七
九
号
線
と
市
道
田
名
部
大
利
線
と
の
交
点
を

起
点
と
し
、
同
点
か
ら
同
市
道
を
東
に
進
み
旧
下
北
交
通
大
畑
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か

ら
同
線
を
南
西
に
進
み
女
舘
川
右
岸
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
河
川
の
右
岸
を
南
東
に

進
み
田
名
部
川
右
岸
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
河
川
の
右
岸
を
南
に
進
み
新
田
名
部
川

右
岸
分
岐
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
河
川
の
右
岸
を
南
西
に
進
み
国
道
二
七
九
号
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
点
か
ら
同
国
道
を
南
東
に
進
み
県
道
赤
川
下
北
停
車
場
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

点
か
ら
同
県
道
を
北
西
に
進
み
市
道
下
北
停
車
場
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
市
道
を

北
東
に
進
み
県
道
海
老
川
新
町
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
県
道
を
北
西
に
進
み
市
道

金
谷
緑
町
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
市
道
を
北
東
に
進
み
国
道
三
三
八
号
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
国
道
を
東
に
進
み
国
道
二
七
九
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら

同
国
道
を
北
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域
一
円
。
（
図
面
は
別
図
三
の
と
お
り
）

３

存
続
期
間

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら

令
和
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
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４

禁
止
に
係
る
特
定
猟
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の
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類

銃
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